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 ・各常任委員会からの報告

 ・こんなことが決まりました

 ・連載 議会あの日あのとき　ほか

　留萌市議会では、「市民にわかりやすく開かれた議会」「市民参加の機会拡充」「市民への説明責任
を果たすこと」の実現のために「市民と議会の意見交換会」を平成26年に引き続き、27年11月11
日から13日までの３日間、市内６コミュニティセンターで開催しました。
　議会運営委員会と３つの常任委員会からの報告、そして「船場公園の今後について」と「公共施設
の利活用について」をテーマに、市民の皆さんからご意見やご要望などを伺うことができました。
　各会場で寄せられたご意見やご
要望の一部を左記でご紹介します。
　　　　　　　◇
　多くのご意見をいただき心より
お礼を申し上げます。ありがとうご
ざいました。

市民と議会の意見交換会特集

　皆さんからいただいたご意見やご要望については、
今後その内容を精査し、常任委員会などで議論させて
いただきます。
　なお、これら全てのご意見やご要望は、留萌市議会
ホームページに掲載しています。

市民  廃校舎を修学旅行や体験会などに利用して
はどうでしょうか。
議会  議会内で精査いたします。旧幌糠中学校で
はバイオハウス栽培、ふくしまキッズで活用して
います。旧沖見小学校については耐震の問題があ
り議論されていません。
市民  準公共施設とも言える町内会館、自治会館

の老朽化について、解体や改修などを
検討してもらえませんか。
議会  市の担当課に確認するとともに、
常任委員会で調査・検討を進めていき
ます。

市民  温水プール「ぷるも」は平成
28 年度にオープンするのですか。
議会  全面再開にはおよそ１億円掛
かることから、現在、外部委託・直
営を含め精査をしています。プール
授業は行います。
市民  るもい健康の駅と連動して再開することは

検討していないのですか。
議会  障がい者・高齢者対策など、市立病院や介護
事業所との連携も視野に入れ、議論していきます。
市民  「ぷるも」が休止となった原因を教えてく

ださい。
議会  一般会計での負担が年間およそ5千万円とな
るため、新・財政健全化計画で休止を決定しました。

市民  船場公園は「道の駅」として許可にならな
いのですか。
議会  都市公園の補助金を使用しており、指定に
合致しないため、物産館のような機能を持たすこ
とはできません。
市民  船場公園の管理棟の必要性とにぎわいを創

るためにどのようなイベントを考えていますか。
議会  船場公園の管理棟には、調理ができる体験
学習室などがあり、調理などを行うことで「道の
駅」にはない都市公園を目指します。
市民  船場公園の管理棟駐車場や周辺の東岸船だ

まりの防犯対策はどのように考えていますか。
議会  管理棟ができ、指定管理者公募も含め、今
後の運用によります。夜間トイレの関係もあるの
で常任委員会で議論します。
市民  物販などを行うことが難しい施

設であることを知りました。イベント
の開催はどのように行うのですか。
議会  イベントの開催などを含め、市
が指定管理者と協議します。

市民  議員定数についての見通しや工
程など、市民に分かる議論に着手して
ほしいです。
議会  時機をみて議論します。
市民  ＦＭもえるの一般質問の放送は

午後７時からで、高齢者は寝てしまい
ます。早い時間に放送することはできないのですか。
議会  今後１年間をかけ、検討していきます。
市民  市内を回る広報車のスピードが速くて放送

がよく聞き取れません。
議会  行政に伝え、議会でも検討したいと思います。

市民  施設の入所待機をなくしてほしいです。
議会  萌寿園に増床を訴えていきます。
市民  施設やヘルパーの選択、介護申請の手続き

などは個人では難しいので、もっと優
しく分かりやすくしてほしいです。
議会　行政が民間業者を選択するこ
とはできません。担当する常任委員会
で現状について確認します。

市民  市立病院の今後の医師確保の見通しはどう
なっていますか。先生方へアプローチしているの
ですか。
議会  医師確保に努力をしており、市長も市立病
院の副院長も土台づくりに頑張っています。
市民  ２次医療病院と３次医療病院の初診時選定療

養費が同程度なのはなぜですか。留萌市
は財政的に苦しんでいます。南部３市町
も広域的に応分の負担を望みます。
議会  国の方針で決まっています。地
域医療を推進するため、負担金をいた
だいています。

お寄せいただいた
ご意見やご要望と
当日の議会の回答

（一部抜粋）

開催日 会場 参加人数

１１月１１日（水）
東部コミュニティセンター 　６人
港西コミュニティセンター 　９人

１１月１２日（木）
港東コミュニティセンター １０人
幌糠コニュニティセンター 　８人

１１月１３日（金）
港北コミュニティセンター １１人
港南コミュニティセンター １０人

合　計 ５４人

開催
しました

市
議
会
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

船
場
公
園
に
つ
い
て

温
水
プ
ー
ル﹁
ぷ
る
も
﹂に
つ
い
て

福
祉
に
つ
い
て

市
立
病
院
に
つ
い
て



留 萌 市 議 会 だ よ り

1011

部
で
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

珍
田
　
亮
子
　
議
員

（
萌
政
会
）

問
一 

地
域
医
療
に
つ
い
て

　

地
域
医
療
や
介
護
、
福
祉
な
ど

の
充
実
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
立
病
院
の
医
師
や
看
護
師
の
確

保
の
見
通
し
、
院
長
が
不
在
で
あ

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
市
民
も

い
る
。
見
通
し
は
立
っ
て
い
る
の

か
。
病
床
数
の
状
況
に
応
じ
た
国

の
交
付
税
の
削
減
が
さ
れ
て
い
る

が
、
市
立
病
院
へ
の
繰
り
出
し
を

し
て
い
る
財
政
上
の
影
響
に
つ
い

て
知
り
た
い
。

答
一 

看
護
師
等
修
学
資
金
貸
付

事
業
で
６
人
を
支
援
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
研
修
医
3
人
、

看
護
師
12
人
の
新
規
採
用
を
予
定

し
て
い
る
。新
年
度
に
向
け
、し
っ

か
り
と
し
た
体
制
に
す
る
た
め
、

不
在
と
な
っ
て
い
る
院
長
に
つ
い

て
は
医
育
大
学
な
ど
と
相
談
し
て

対
応
し
た
い
。

　

国
の
削
減
措
置
で
市
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
、
病
院
事
業
会
計

へ
の
繰
出
金
に
対
す
る
財
源
確
保

に
努
力
す
る
。

問
二 

道
道
昇
格
後
の
「
見
晴
通
」

の
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

事
業
主
体
が
道
に
移
行
さ
れ
、

平
成
29
年
度
か
ら
概
略
測
量
を
行

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
北
海
道

市
長
会
を
通
じ
要
請
し
て
い
く
。

Ｍ
Ａ
米
は
、
国
産
米
価
格
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
求
め
て
い

く
。

▲米価下落が懸念されるＴＰＰの影響

問
二 

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

の
通
年
再
開
に
つ
い
て

　

ぷ
る
も
休
止
前
に
家
族
で
水
泳

を
楽
し
ん
で
い
た
方
か
ら
、「
子

ど
も
た
ち
が
１
万
５
千
筆
の
署
名

を
集
め
て
継
続
を
願
っ
た
と
き
市

は
『
市
立
病
院
の
赤
字
を
埋
め
る

た
め
に
プ
ー
ル
を
休
館
す
る
』
と

言
い
ま
し
た
。
病
院
の
問
題
は
解

消
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

こ
う
す
れ
ば
（
再
開
）
で
き
る
と

い
う
提
案
を
期
待
し
ま
す
」
と
切

実
な
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

再
開
へ
の
検
討
は
こ
う
し
た
利

用
者
の
声
と
知
恵
を
生
か
す
べ
き

と
思
う
が
。

答
二 

教
育
委
員
会
内
で
再
開
計

画
を
決
め
、
行
財
政
改
革
推
進
本

う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
移

転
対
象
者
へ
の
情
報
提
供
は
い
つ

行
う
の
か
、
ま
た
、
不
安
や
悩
み

な
ど
に
対
す
る
市
の
対
応
策
、
今

後
の
道
・
市
の
整
備
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た
い
。

▲平成29年度から概略測量が行われ
る「見晴通」

答
二 

平
成
27
年
に
千
鳥
町
の
住

民
か
ら
相
談
が
あ
り
、
事
業
概
要

を
説
明
し
た
。
事
業
着
手
後
、
道

路
実
施
設
計
の
調
査
対
象
地
区
の

沿
線
住
民
を
対
象
と
し
た
測
量
業

務
説
明
会
を
開
催
す
る
。
見
晴
通

事
業
準
備
室
を
設
置
し
て
、
住
民

対
応
を
し
て
い
る
。
道
と
し
て
は

28
年
度
に
事
業
認
可
を
受
け
、
実

施
設
計
着
手
、
市
は
27
年
度
、「
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

作
成
整
備
を
進
行
中
で
あ
る
。

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

問
一 

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ

い
て

　

多
子
世
帯
に
対
す
る
今
後
の
支

援
策
は
あ
る
か
。
小
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
の
対
象
者
を
中
学
生

ま
で
に
拡
大
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。
幼
稚
園
や
保
育
園
に
お
け

る
保
育
料
の
多
子
軽
減
措
置
に
つ

い
て
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
一 

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
な

ど
は
、
留
萌
市
総
合
戦
略
で
新
た

に
計
画
し
て
い
る
。
乳
幼
児
等
医

療
費
助
成
事
業
は
内
容
の
拡
充
の

検
討
も
含
め
て
継
続
し
た
い
。

問
二 

留
萌
市
立
小
中
学
校
適
正

配
置
計
画
に
つ
い
て

　

市
は
、
北
光
中
学
校
を
平
成
28

年
度
末
で
閉
校
す
る
と
い
う
考
え

を
示
し
た
。
保
護
者
や
地
域
住
民

と
の
話
し
合
い
の
中
で
上
っ
た
意

見
、
今
後
の
協
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
港
北
小
学
校
も
29
年
度

ま
で
に
統
廃
合
を
進
め
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

お
聞
き
し
た
い
。

答
二 

平
成
27
年
11
月
４
日
に
北

光
中
教
職
員
と
保
護
者
を
対
象
と

し
た
意
見
交
換
会
、
同
20
日
に
北

光
中
保
護
者
に
よ
る
協
議
、
同
24

日
に
港
北
小
保
護
者
や
校
区
内
の

町
内
会
役
員
ら
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
中
で
は

「
在
学
中
の
生
徒
に
つ
い
て
配
慮

を
し
て
ほ
し
い
」「
三
泊
小
閉
校

を
経
験
し
た
子
が
２
度
閉
校
を
経

験
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

12
月
中
旬
に
北
光
中
保
護
者
と

の
協
議
を
す
る
。
計
画
に
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
統
廃
合
を
進
め
る
わ

け
で
は
な
い
。
今
後
計
画
を
検
証

し
見
直
し
て
い
く
。

▲平成28年度末での閉校が示された
北光中学校

野
呂
　
照
幸
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

問
一 

移
住
促
進
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
定
住
に
つ
い
て

　

移
住
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と

し
た
実
態
調
査
を
行
い
、
今
後
の

移
住
施
策
を
検
討
す
る
際
の
根
拠

と
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動

の
状
況
と
任
用
期
間
終
了
後
の
定

住
状
況
、
進
路
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
担
う

こ
と
が
可
能
な
業
務
や
役
割
は
ど

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
が
平
成
16
年

度
か
ら
指
定
管
理
で
運
営
。

　

過
去
に
お
い
て
廃
止
対
象
施
設

と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
廃
止
対

策
と
し
て
指
定
管
理
料
０
円
で
事

業
運
営
し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

も
指
定
管
理
者
の
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
意
向
を
伺
い
作
業
に
入
っ

て
い
る
。
今
後
も
可
能
な
限
り
開

設
を
継
続
し
た
い
。

問
二 

在
宅
医
療
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
か
ら
市
立
病
院
が

行
っ
て
き
た
在
宅
診
療
は
、
医
師

不
在
な
ど
で
27
年
11
月
末
に
在
宅

医
療
支
援
室
を
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
対
象
家
族
の
反
応

と
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

国
は
、
29
年
度
か
ら
「
在
宅
医

療
専
門
診
療
所
」
の
認
可
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
市
と
し

て
ど
う
考
え
る
か
。
市
が
取
り
組

む
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進

事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

利
用
者
（
29
人
）
や
家
族

が
不
安
を
抱
か
な
い
よ
う
十
分
な

説
明
を
し
、
理
解
を
得
た
結
果
、

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

問
一 

働
く
婦
人
の
家
に
つ
い
て

　

婦
人
の
家
サ
ー
ク
ル
発
表
会
に

行
っ
て
き
た
。
80
歳
代
か
ら
90
歳

に
な
る
女
性
も
い
て
、
輝
い
て
発

表
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

　

今
回
の
発
表
会
が
最
後
だ
と
聞

い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
形
態

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
市

長
の
方
針
を
お
伺
い
し
た
い
。▲働く婦人の家発表会舞台部門

答
一 

留
萌
市
働
く
婦
人
の
家
は

昭
和
50
年
に
オ
ー
プ
ン
。
そ
の

後
、
婦
人
の
家
を
含
む
市
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
、
市
勤
労
福
祉
セ

利
用
者
全
員
の
閉
鎖
後
の
対
応
が

決
定
し
た
。

　

専
門
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
在
宅

医
療
と
介
護
連
携
事
業
と
し
て
、

８
項
目
が
あ
る
が
平
成
27
年
度
以

降
に
各
市
町
村
で
取
り
組
み
を
開

始
し
、
30
年
度
か
ら
は
全
国
の
市

町
村
で
開
始
す
る
。

戸
水
美
保
子
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

問
一 

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
施
行
す
る

こ
の
法
律
の
趣
旨
や
内
容
を
広
く

市
民
や
民
間
事
業
者
な
ど
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
差
別
が
あ
っ
た
場
合
の

相
談
や
紛
争
解
決
に
つ
い
て
、
ど

こ
で
対
応
す
る
か
検
討
は
進
ん
で

い
る
か
。
対
応
要
領
を
策
定
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
一 

市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ

周
知
し
て
い
く
。
紛
争
解
決
な

ど
の
窓
口
に
つ
い
て
は
自
治
体
の

規
模
に
あ
っ
た
組
織
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。
対
応
要
領
に

つ
い
て
は
平
成
27
年
度
に
作
成
し

た
冊
子
「
障
が
い
の
あ
る
方
に
お

も
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る
た
め

に
」
に
、
対
応
時
の
配
慮
を
記
載

し
関
係
機
関
に
配
布
し
て
い
る
。

▲市が作成した「障がいのある方に
おもいやりをもって接するために」

問
二 

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

市
は
総
合
戦
略
の
中
で「
出
産
・

子
育
て
留
萌
サ
ポ
ー
ト
戦
略
」
を

立
て
、「
結
婚
」「
出
産
」「
子
育
て
」

を
実
現
で
き
る
マ
チ
を
目
指
し
て

い
る
が
、
現
在
の
市
立
病
院
の
体

制
で
は
、
帝
王
切
開
に
よ
る
出
産

が
で
き
な
い
。

　

安
心
し
て
出
産
す
る
た
め
に

は
、
早
急
に
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
二 

市
立
病
院
の
産
婦
人
科
は

医
師
１
人
で
あ
り
、
帝
王
切
開
や

手
術
全
般
の
受
け
入
れ
を
制
限
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

医
師
２
人
体
制
に
す
る
た
め
に

札
幌
医
科
大
学
に
協
力
を
お
願
い

し
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
発
信
や

医
師
派
遣
の
支
援
を
要
請
し
て
い

き
た
い
。

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

問
一 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
が
留
萌

の
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
と
市
長
の

対
応
に
つ
い
て　

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
」
で
は
、

現
在
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
（
Ｍ

Ａ
米
）
と
し
て
輸
入
し
て
い
る

77
万
ト
ン
と
は
別
枠
で
７
万
８

４
０
０
ト
ン
の
米
を
新
た
に
輸
入

す
る
と
し
て
い
る
。　

　

い
ま
で
さ
え
、
米
が
だ
ぶ
つ
き

生
産
者
米
価
を
下
落
さ
せ
て
い
る

の
に
、
こ
れ
以
上
輸
入
す
る
と
さ

ら
な
る
下
落
を
招
き
、
米
作
を
中

心
と
す
る
留
萌
の
農
家
の
経
営
に

甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と

は
明
ら
か
。
平
成
26
年
産
「
な
な

つ
ぼ
し
」
の
生
産
者
米
価
は
１
俵

（
60
キ
ロ
）
約
９
７
０
０
円
。
茶

碗
１
杯
分
で
11
円
70
銭
。
政
府
が

算
出
し
て
い
る
価
格
よ
り
１
俵

２
千
円
も
安
く
買
い
叩
か
れ
て
い

る
。

　

大
筋
合
意
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
み
て
い
る
か
。
市
長
と
し
て
、

国
に
対
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
調
印
・

国
会
承
認
に
反
対
、
Ｍ
Ａ
米
輸
入

制
限
の
声
を
上
げ
る
と
き
で
は
な

い
か
。

答
一 

農
業
者
が
不
安
を
抱
か
な

い
よ
う
十
分
な
説
明
、
経
営
安
定

平
成
27
年  

第
４
回
定
例
会

茶碗１杯
11円70銭

アンパン１個
100円
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生
活
困
窮
者
の
支
援
体
制

と
任
意
事
業
に
つ
い
て

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
ス

タ
ー
ト
以
降
、
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
相
談
の
現
状
や
相
談
内
容
と

支
援
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
二 

社
会
福
祉
課
に
主
任
相
談

支
援
員
兼
就
労
支
援
員
を
１
人
配

置
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
は
、

11
月
ま
で
に
24
件
の
相
談
が
あ
っ

た
。
市
で
は
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
し
、
就
労
自
立
支
援
や
社
会

生
活
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

鵜
城
　
雪
子
　
議
員

（
萌
政
会
）

問
一 

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

再
開
に
対
す
る
市
長
の
決
断

　

今
ま
で
幾
度
も
「
ぷ
る
も
」
再

開
に
対
し
質
問
し
て
き
た
が
、
そ

の
都
度
明
確
な
答
弁
は
な
く
、「
ぷ

る
も
」
の
再
開
を
願
う
市
民
の
気

持
ち
は
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
。

計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
数
多

く
の
事
業
が
あ
る
中
で
、
な
ぜ

「
ぷ
る
も
」
の
方
向
性
が
定
ま
ら

な
い
の
か
理
解
で
き
な
い
。
当
時

１
万
５
千
人
も
の
署
名
を
集
め
、

存
続
を
訴
え
て
き
た
子
ど
も
た
ち

や
市
民
の
気
持
ち
に
報
い
る
た
め

に
も
、
再
開
に
関
し
て
市
長
自
ら

の
決
断
を
市
民
に
示
す
べ
き
だ
と

の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

▲地域力の強化が期待される地域お
こし協力隊

答
一 

東
京
や
大
阪
な
ど
で
開
催

さ
れ
た「
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」

な
ど
で
の
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
相
談
内
容
、
道
が
行
う
移

住
に
関
す
る
調
査
結
果
な
ど
を
参

考
に
し
て
情
報
を
把
握
し
た
い
。

　

平
成
22
年
度
以
降
、
観
光
・
農

業
・
健
康
の
各
分
野
で
延
べ
10
名

の
隊
員
を
採
用
。
現
在
は
３
名
の

隊
員
が
、
農
業
技
術
の
収
得
や
地

域
の
営
農
支
援
、
地
場
の
農
産
物

を
活
用
し
た
加
工
商
品
の
研
究
開

発
、
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
よ
る

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
の
実

践
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
農
業
分
野
の
ほ
か
、

健
康
や
介
護
予
防
、
芸
術
や
文
化

の
振
興
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
活

動
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
の
定
住

な
ど
を
図
り
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
し
た
い
。

考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
一

 

今
年
度
同
様
、
学
校
教
育

に
特
化
し
た
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

問
二 

船
場
公
園
が
市
民
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か

　

市
内
に
は
、「
中
央
公
民
館
」

「
は
ー
と
ふ
る
」「
る
も
い
健
康
の

駅
」「
こ
さ
え
ー
る
」「
海
の
ふ
る

さ
と
館
」
の
５
施
設
に
調
理
実
習

室
が
あ
る
。
利
用
状
況
の
少
な
い

と
き
は
、
月
に
１
度
ほ
ど
の
施
設

も
あ
り
、
市
内
の
調
理
実
習
室
は

あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
よ
う
な
現
状
に
も
関
わ
ら
ず
、

管
理
棟
の
中
に
立
派
な
調
理
実
習

室
が
な
ぜ
必
要
だ
っ
た
の
か
。
こ

の
場
に
作
っ
た
の
は
、
市
長
の
発

案
か
、
ど
な
た
の
発
案
な
の
か
。

　

指
定
管
理
者
の
公
募
の
選
定
に

あ
た
り
、「
公
平
性
」「
透
明
性
」

「
客
観
性
」
を
確
保
す
る
た
め
に

市
民
の
代
表
や
外
部
委
員
な
ど
が

選
定
委
員
会
に
入
っ
て
い
る
市
が

多
い
が
、
留
萌
市
で
は
な
ぜ
副
市

長
と
部
長
だ
け
の
庁
内
委
員
会
な

の
か
お
聞
き
す
る
。

答
二 

食
に
特
化
し
た
公
園
に
し

た
い
。
調
理
器
具
な
ど
の
設
置
の

発
案
は
内
部
の
職
員
で
決
め
た
。

選
定
委
員
は
、
施
設
の
経
緯
や
今

後
の
状
況
を
一
番
把
握
し
て
い
る

の
が
部
長
職
の
た
め
庁
内
委
員
会

と
し
た
。

米
倉
　
靖
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

問
一 

水
産
業
振
興
策
に
つ
い
て

　

留
萌
沿
岸
に
お
け
る
磯
焼
け
現

象
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
外
来
イ
カ
釣
り
漁
船
の

寄
港
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
一 

磯
焼
け
現
象
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
が
あ
り
、
地
球
温
暖
化

も
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

外
来
イ
カ
漁
船
に
寄
港
し
て
も

ら
う
た
め
、
新
星
マ
リ
ン
漁
業
協

同
組
合
と
協
議
し
て
進
め
た
い
。

問
二 

市
民
満
足
度
の
向
上
に
向

け
て

　

黄
金
岬
の
観
光
名
所
と
し
て
の

振
興
策
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。
ま

た
、
海
が
見
え
、
夕
陽
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
温
泉
の
整
備
に
つ

い
て
の
考
え
、
留
萌
市
応
援
基
金

の
寄
附
区
分
の
拡
大
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

さ
ら
に
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
再

開
、
留
萌
港
の
機
能
整
備
、
旧
北

海
道
合
板
跡
地
の
今
後
の
使
い
道

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。▲有効活用が期待される旧北海

道合板跡地

答
二 

黄
金
岬
に
つ
い
て
は
指
定

管
理
者
と
協
議
し
、
観
光
振
興
を

図
り
た
い
。
温
泉
に
つ
い
て
は
行

政
と
し
て
は
運
営
が
難
し
い
。
留

萌
市
応
援
基
金
に
は
、
現
在
７
つ

の
事
業
区
分
が
あ
り
、
寄
附
者
が

希
望
す
る
事
業
へ
寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
は
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。
中
体
連

活
動
に
は
中
体
連
参
加
費
補
助
金

に
よ
る
支
援
が
あ
る
。

　

神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
再
開
は
極

め
て
困
難
と
考
え
る
。
留
萌
港
は

車
止
め
や
防
舷
材
な
ど
の
設
備
も

含
め
た
施
設
を
整
備
し
た
い
。
旧

北
海
道
合
板
跡
地
は
、
将
来
的
に

は
有
効
活
用
が
可
能
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

第
２
回
臨
時
会
が
11
月
30
日

に
、
第
２
回
定
例
会
が
12
月
16

日
に
留
萌
市
議
会
議
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の

報
告
と
し
て
「
平
成
27
年
度
留

萌
市
消
防
組
合
補
正
予
算
」
他

２
件
を
承
認
し
、「
留
萌
消
防

組
合
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
」に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
臨
時
会
終
了
後
、
留
萌

市
・
小
平
町
の
消
防
施
設
の
状

況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、「
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
な
ら

び
に
消
防
緊
急
通
信
指
令
台
整

備
事
業
の
完
了
に
つ
い
て
」
報

告
後
、
一
般
質
問
で
坂
本
茂
議

員
が
「
分
団
の
枠
を
越
え
た
防

雪
災
害
対
策
特
別
チ
ー
ム
の
編

成
と
防
寒
着
の
貸
与
」
に
つ
い

て
質
問
。
市
長
が
「
常
備
消
防

と
の
連
携
も
含
め
て
調
査
研
究

し
た
い
。
防
寒
着
は
、
他
の
消

防
本
部
の
状
況
を
踏
ま
え
て
対

応
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
「
平
成
26
年
度
留
萌
消
防
組

合
歳
入
歳
出
決
算
」「
平
成
27
年

度
留
萌
消
防
組
合
補
正
予
算
」

に
つ
い
て
認
定
・
可
決
し
ま
し

た
。

　

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会（
留

萌
市
・
増
毛
町
・
小
平
町
）の
第
６

回
協
議
会
を
12
月
４
日
に
開
催
。

継
続
案
件
と
し
て
、
生
ご
み
処
理

施
設
（
小
平
町
）
の
熟
成
棚
鉄
骨

の
さ
び
に
つ
い
て
、「
表
面
に
ご

み
や
ち
り
の
吸
着
が
目
立
つ
箇
所

が
あ
る
が
、
鉄
骨
表
面
に
は
さ
び

は
み
ら
れ
な
い
」「
早
急
な
対
応
や

耐
久
年
数
よ
り
早
い
時
期
の
防
せ

い
処
理
が
必
要
と
は
考
え
て
い
な

い
」
な
ど
確
認
し
た
小
平
町
技
術

係
長
の
見
解
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
最
終
処
分
施
設
で
の
水

処
理
施
設
の
再
稼
働
に
つ
い
て
報

告
。
９
月
１
日
よ
り
散
水
を
開
始

し
、
11
月
30
日
で
冬
期
間
に
よ
り

散
水
を
停
止
し
た
こ
と
か
ら
、
議

員
か
ら
「
散
水
回
数
は
、
処
理
場

の
耐
久
年
数
に
影
響
は
な
い
か
」

と
い
う
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
補
正
予
算
で
は
、

２
６
０
３
万
３
千
円
を
減
額
。
特

に
市
町
負
担
金
と
し
て
、
し
尿
処

理
場
費
、
火
葬
場
費
、
ご
み
処
理

場
費
、
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
費
の

そ
れ
ぞ
れ
減
額
分
を
各
市
町
に
還

付
す
る
こ
と
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
の
第
２
回
臨
時
会

で
、
27
年
度
補
正
予
算
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
８
月
、
北
海
道
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
）

代
表
取
締
役
社
長
の
島
田
修
氏
か

ら
「
28
年
度
中
に
留
萌
線
（
留
萌

～
増
毛
）
の
鉄
道
事
業
を
廃
止
し

た
い
」と
い
う
方
針
が
留
萌
市
長
、

増
毛
町
長
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
由
は
、
営
業
収
支
状
況
が
年

間
１
億
６
千
万
円
以
上
の
赤
字
で

あ
る
こ
と
、
災
害
線
区
の
た
め
安

全
の
確
保
に
多
額
の
防
災
工
事
費

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
１
日
の
利
用
者
数
が
全

道
で
３
番
目
に
少
な
い
留
萌
線

（
深
川
～
留
萌
）
も
、
廃
線
や
減

便
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
環
境
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
態
に
対
処
す
る

た
め
、
留
萌
線
検
討
対
策
会
議
を

設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
10
回
の
対

策
会
議
を
開
催
。
10
月
に
は
、
Ｊ

Ｒ
留
萌
線
街
頭
調
査
な
ど
を
行

い
、
１
１
４
１
人
か
ら
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
基
に
12
月
９
日
に

は
、
留
萌
市
長
に
要
望
書
を
提
出

し
、
翌
10
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
次
の
項
目
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

一
、
結
論
あ
り
き
の
廃
線（
減
便
）

提
案
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ

以
前
に
お
い
て
沿
線
自
治
体
と

の
連
携
を
強
化
し
、
路
線
の
展

望
等
に
つ
い
て
十
分
な
協
議
・

検
討
を
行
う
こ
と
。

二
、
安
全
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
北
海
道
に
お
け
る
鉄

道
事
業
の
経
過
を
踏
ま
え
、
単

な
る
収
益
性
の
優
先
や
赤
字
路

線
の
切
り
捨
て
的
措
置
で
は
な

く
、 

改
め
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
果

た
す
べ
き
社
会
的
な
使
命
に
配

慮
さ
れ
、「
安
易
な
路
線
の
廃

止
」
と
な
ら
な
い
よ
う
真
摯
に

経
営
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

三
、
留
萌
本
線
は
、
深
川
か
ら
増

毛
ま
で
の
生
活
路
線
で
あ
る
こ

と
の
重
要
性
と
意
義
を
今
一
度

考
慮
す
る
こ
と
。

留
萌
消
防
組
合

議
会
か
ら
の
報
告

留
萌
南
部
衛
生
組
合

議
会
か
ら
の
報
告

留
萌
線
検
討
対
策

会
議
か
ら
の
報
告

▲新しくなった消防施設の消
防緊急通信指令台

▲生ごみ処理施設の熟成棚

▲ＪＲ北海道に要望を伝える留萌
市議会代表者

問
二

▲調理ができる船場公園体験学習室



留 萌 市 議 会 だ よ り

1415 ０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　【諮　　問】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・人権擁護委員の推薦について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適　　任
　【報　　告】
・専決処分の報告について（損害賠償について） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 　了  　
　【議　　案】
・留萌市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　ほか８件‥‥ 原案可決

　地方自治法の改正を踏まえ、政務調査費を充てることのできる経費の範囲を定めるとともに、会派や
議員などの責務を明確にし、領収書や会計帳簿などの提出を義務付けるなど、透明性と公開性の高い規
定を定めるほか、所要の改正を行うため、この条例を制定しようとするものです。

　【意見書案】
・マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等実態の負担軽減を求める意見書
・複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見書
・ブラッドパッチ療法の保険適用および脳脊髄液減少症の治療推進を求める意見書　‥‥‥‥‥ 原案可決

　第４回定例会が９日間の会期で開催され、諮問１件、報告１件、議案９件、意見書案３件を審議
しました。

こんなことが決まりました
第４回定例会　12月１日～９日

　留萌市議会議員にな
り、もうすぐ１年にな
ります。
　議会とは、市民の皆
さんに対して、ガラス
張りであり、公明正大
で隠し立てのないこと
が大切だと感じている
ところです。
　議会だよりを通し
て、自分自身も多くの
ことを学び、今、議会
が取り組んでいるこ
と、そして、市民の皆
さんに伝えなければな
らないことを、分かり
やすく発信することが
できれば良いと考えて
います。
　まだまだわからない
ところが多々あります
が、自分なりに一生懸
命まい進して行きたい
と思います。（米）

　今回は、留萌市議会の歴史を知る野崎良夫議長が、「百条委員会」
について語ります。
　野崎議長は「議員となった昭和49年は、地方自治法第100条による
調査特別委員会が設置され、留萌市の土地行政をめぐる問題点が明
らかになりました。その後、工事や入札に関連した『百条調査特別
委員会』が、次々と設置され、厳しい議会運営を経験しました」と
当時を振り返っていました。
　そもそも、議会の委員会は、調査権（証人の出頭請求や尋問、記
録の提出など）の行
使を認められていま
せん。ただし、議会
が特定の事件を指定
した上で、常任委員
会または特別委員会
に対して調査を委任
したときに限り、当
該委員会は調査権を
行使することができ
ます。
　この委任を受けた
委員会のことを、「百
条委員会」と呼びます。

編集後記
2

【都市環境部】９月30日、
船場公園の管理棟が完成
し、船場公園に関する工事

が終了しました。10月１日に視察を行い、各委員か
ら「トイレに温水洗浄便座や便座ウォームが備わっ
ていない」「障がい者用トイレに緊急ボタンがない」

「床が滑りやすくないか」「駐車場や24時間トイレを
監視するカメラが必要ではないか」などの意見が出
ました。
　行政から「指摘された点を平成28年５月１日の供
用開始までに対応する」という回答がありました。
　船場公園の管理棟は、１階に「インフォメーション
エントランスホール」「体験学習室」「24時間開放ト
イレ」、２階には「展望休憩室」「屋上テラス」を設け、

市民や観光客が憩い集うコミュニティパークとして
期待されています。５月の船場公園オープンに合わ
せて指定管理者制度を導入することになりました。

【総務部】「行政手続きにおける特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律」が10月５日か
ら施行されました。
　市は、正しいマイナンバー制度を理解してもらう
ため、各コミュニティセ
ンターで住民説明会を
実施しました。
　各会場での質疑応答
については、要約したも
のを町内回覧などでお
知らせします。

第１常任委員会
からの報告

　温水プール「ぷるも」
の運営について継続審議
の結果、12月22日、第２

常任委員会の要望内容を野崎議長に報告しまし
た。
　「ぷるも」は、平成13年に留萌市初の温水プー
ルとして、一年を通した健康増進などを目的に留
萌市十字街西ビルに開業。しかし、新・財政健全
化計画により、21年度から７年間の休止を余儀な
くされました。健全化項目の見直しにより、26・
27年度に学校の水泳授業用として再開したほか、
夏休み期間中のみ一般市民に開放しています。
　第２常任委員会としては、全面再開を望みたい
が、持続可能な施設運営を考慮し、職員負担も軽

減するための専門業者による管理運営で、市民の
笑顔が一日でも多く見られる「ぷるも」の運営を
切望し、次の要望事項を決めました。
①指定管理による８カ月開館をベースとした再開

を検討すること
②特に指定管理の決定の方法は、広く募集し、時

間帯や曜日など運営期間やプール以外の施設
の利活用も協議すること

③財政的な厳しさがあるが、利用者の適正な料
金値上げや基金をはじめとする特別寄附など、
積極的な取り組みを行うこと

④健康増進などのコンセプトを生かすため、教育
委員会のみならず、全庁的な協議の場を設け
ること

第２常任委員会
からの報告

　広報常任委員会では
10月27日、稚内市議会
広報委員会の行政視察を

受け入れました。
　常任委員会での協議や「議会広報作業班」「お
知らせ掲示板・ＨＰ作業班」に分かれて編集作業
など全ての流れを視察した後、意見交換会を行い
ました。その中で、「『議会だより』を議員自らが
全て作成していること」「議会お知らせ掲示板を
毎月作成し、貼り替え作業も行っていること」に
対して大変驚かれ、稚内市議会でも取り入れてい
きたいとの意見をいただきました。
●議会広報作業班
　「市民と議会の意見交換会」「留萌線検討対策会

議でのアンケート結果」「ＪＲ北海道と市長への
要望書提出」などの多くの記事をどのように掲載
するかを協議しました。
●お知らせ掲示板・ＨＰ作業班
　11月は市民と議会の意見交換会のお知らせ臨
時号を含め２回、12月も一般質問の通告と 2 回の
ペースでかわら版を作
成しました。また、Ｆ
Ｍもえるでの放送につ
いて、市民と議会の意
見交換会でも出たよう
に、少しでも放送時間
を早めることをＦＭも
えると協議中です。

広報常任委員会
からの報告

▲５月から供用開始する船場
公園管理棟

▲昭和49年５月４日付日刊留萌新聞より ▲活発な議論が行われた稚内
市議会広報委員会の行政視察


